
高 崎 女 子 高 等 学 校 学 校 評 価 一 覧 表 ① （令和４年度版） （様式１）

羅 針 盤 第１回 点検・評価 第２回 点検・評価
方 策

外部アン 外部アン

評 価 対 象 評 価 項 目 具体的数値項目 自己評価 改 善 策 自己評価 改 善 策
ケート等 ケート等

Ⅰ 特色ある学校 １ 特色ある教育プログラ ・高女が好きだと感じている生徒 ・学校評価アンケートを実施 Ａ Ａ 今後も，コロナ禍でも工夫しなが
づくりに努めて ム等により、高女に魅力 の割合は、80％以上である。 し、実態を把握する。 (生徒95%) ら，また，生徒が主体的に活動で
いますか。 を感じていますか。 (保護者95%) きるような内容を実施していく。

２ 科学的探究活動やグロ ・学校で実施する各種研修やプロ ・各研修・プログラム終了後の コロナ禍のため、国際交流関係の
ーバル人材育成活動に取 グラムに満足している生徒の割 アンケートや学校評価アンケ Ｂ Ａ プログラムで実施できないものも
り組んでいますか。 合が80％以上である。 ートを活用する。 (参加生徒100 あったが、校内でもできることに

%) は取り組ませていく。夏休みに実
施したグローバルリーダー養成ワ
ークショップでの参加者の満足度
は非常に高かった。

３ 外部機関との連携によ ・各種講演会や、大学や研究機関、 ・ポートフォリオ等を用いて、 外部機関への個人インタビューは，
る教育活動の活性化を行 企業を訪問する学習活動の取り 探究活動の自己評価を参考に 実施できた生徒は大きな学びを得
っていますか。 組みに満足している生徒が80％ する。 Ｂ － られている。1学年は官公庁・企業

以上である。 訪問を進めてさらなる探究活動の
充実を図るとともに，2学年は個人
探究をさらに深め，その過程での
外部連携を活性化させていく。

４ 主体的・対話的な深い ・協働して、または独自のテーマ ・「総合的な探究の時間」の自 興味関心のある分野の第一人者イ
Ⅱ 生徒の意欲的 学びになる「探究的な学 を設定して探究活動を進めてい 己評価の数値等を利用する。 ンタビューを実施できている生徒
な学習活動につ 習の時間」（課題研究） ると自己評価している生徒が80 Ｂ － も昨年度より大幅に増加する一方
いて適切な指導 を行っていますか。 ％以上である。 で，組織的な指導をできていない
をしていますか。 部分もある。より一層の指導体制

の充実を図る。
５ 生徒は主体的・対話的 ・授業に満足している生徒が、80 ・学校評価アンケートを実施 授業に満足している割合は多い。
な深い学びのもと、確か ％以上である。 し、生徒自らが自己の進路実 Ａ Ａ 研修を通じて，主体的・対話的で
な学力を身に付けていま 現のため必要とする学習に取 (生徒97%) 深い学びが展開できるよう研鑽を
すか。 り組んでいるかを調査する。 (保護者82%) 積む。

６ 学習内容の定着を図る ・家庭学習について、自らが必要 ・学校評価アンケート及び学習 生徒の自己評価が低い主たる原因
ため、自己が必要とする とする内容・分量で取り組んで 時間調査により、生徒の家庭 Ｃ Ｃ は，もっと取り組めると思ってい
内容・分量で家庭学習に いると感じている生徒が80％以 学習の状況を把握する。 (生徒48%) るが，モチベーションが高められ
取り組んでいますか。 上である。 (保護者76%) ないため取り組めないことである。

高めるような取組の立案をすると
ともに，次に多い原因の運動部の
負担対策も行う。

７ 生徒に年間学習計画や ・シラバスによって授業進度を理 ・学校評価アンケートにより、 学年通信や教科担当が発信する文
考査範囲等を的確に示し 解し、学年通信や教科担当が発 シラバスや学年通信の利用状 Ｂ Ａ 書などは94%の生徒が利用している
て、学習意欲を喚起して 信する文書などで、試験範囲や 況を調査する。 (生徒26%,94 が，シラバスの利用度は低い。年
いますか。 学習のポイントを確認している %)(保護者67 度当初にシラバスを用いた授業説

生徒が80％ 以上である。 %,94%) 明を徹底する。
８ 組織的・継続的な指導 ・３日連続で欠席した生徒に適切 ・欠席連絡票や保健日誌を活用 学年を中心に対応出来ている。全

Ⅲ 生徒の充実し を行っていますか。 な対応を行い、関係者で情報を する。 Ａ － 体の職員ヘ定期的に報告がなされ、
た学校生活につ 共有する。 情報が共有されている。
いて適切な指導 ９ 学校はいじめの防止や ・いじめ件数０をめざす。いじめ ・いじめは積極的に認知すると 面談やアンケート、教育相談週間
をしていますか。 早期発見に向けた取組を に関しては、早期発見に努め、 ともに、校務委員会や学年会 Ｂ － を活用して、引き続きいじめの認

積極的に行っています 年３回以上のアンケートを実施 議で情報共有を行うほか、Ｓ 知を積極的に行い、いじめ防止対
か。 する。 Ｃとのコンサルテーションを 策委員会で迅速に対応する。教育

実施する。 相談だよりで生徒にいじめ未然防
止策を示したり、SCとのコンサル
テーションで、いじめの未然防止
策を共有したりする。

10 生徒は健康で、規則正 ・１日の全校生徒数における遅刻 ・教務日誌において遅刻者数を 1日の全校生徒数における遅刻者割
しい学校生活を送ってい 者の割合が、２％未満である。 調べ、職員会議等で職員全員 Ａ － 合は、1学期０．３％であり、目標
ますか。 による状況の把握に努める。 を上回っている。生徒の体調管理

は良好である（1日平均2.56人）
11 計画的な指導を行って ・生徒に本校のキャリア教育の「椎 ・学校評価アンケートを活用 学校は進路や夢をかなえてくれる

Ⅳ 生徒の主体的 いますか。 樹プラン」を提示し、そのプラ し、その実態を調べる。 Ｂ Ｂ 場所と考えている生徒や保護者は
な進路選択につ ンを活用している生徒が80％以 (生徒92%、 多いが、大学入試改革などにより
いて適切な指導 上である。 保護者86%) 「椎樹プラン」そのものの見直し
をしていますか。 の時期に来ている。

12 生徒は自らの進路につ ・自己分析を行うとともに、自分 ・進路希望調査や２者面談を実 １，２年生において自分の適性と
いて真剣に考え、その実 の適性と進路を関連づけて能動 施して状況確認に努めるほ Ｂ Ｂ 進路を関連づけることが難しいと
現に向けて取り組んでい 的に取り組む生徒が80％以上で か、学校評価アンケートで状 (生徒73%、 感じているようである。下級生の
ますか。 ある。 況を調査する。 保護者78%) うちに大学研究やキャリア教育を

計画的に行う必要がある。
13 適切な進路情報を提供 ・生徒の将来の希望について理解 ・生徒、保護者の状況を学校評 生徒の将来について理解している
していますか。 している保護者が80％以上であ 価アンケートを用いて把握す Ａ Ａ 保護者が多い。また、適切な進路

る。 る。 (生徒88%、 情報を提供されていると感じる生
保護者81%) 徒保護者とも学年が上がるにつれ

て多くなっている。



羅 針 盤 第１回 点検・評価 第２回 点検・評価
方 策

外部アン 外部アン

評 価 対 象 評 価 項 目 具体的数値項目 自己評価 改 善 策 自己評価 改 善 策
ケート等 ケート等

Ⅴ 開かれた学校 14 家庭、地域社会に積極 ・録画した動画やオンライン配信 ・「学校の新しい生活様式」等 Ｂ － 渉外部，ＰＴＡ本部役員，広報委
づくりに努めて 的に情報発信をしていま 等の手段も含め、複数回の授業 を参考に、安全な学校公開な 員等と連携し，必要な情報を発信
いますか。 すか。 公開を実施する。 どの企画の開催をＰＴＡと連 できる工夫を行う。

携して検討する。。
・ｗｅｂページをこまめに更新し、 ・学校行事や探究活動、部活動 各分掌等と連携し、行事等終了後
学校の最新情報を提供する。 の各種大会結果等を、速やか Ａ － すぐに更新できるように個々に依

にｗｅｂページに公開する。 頼する。
15 中学校や地域との情報 ・｢学校評議員会｣、｢学校関係者評 ・中学校の学習支援ボランティ 学校評議員会の日程を調整し、さ
交換・連携を進めていま 価委員会｣を年２回実施する。ま アや、小学校のイベントボラ Ｂ － らに出席しやすい環境を作る。小
すか。 た地元小・中学校との連携を深 ンティアに参加しやすい環境 学校のイベントボランティアもさ

める。 を整える。 らに積極的に参加を呼びかける。
16 ICTを活用した指導を ・全ての教師が、ICTを活用した授 ・授業アンケートを実施して状 効果的な利用法について学び合う

Ⅵ 教育のデジタ 行っていますか。 業を実施する。 況を把握する。 Ａ Ａ ために，授業公開などを利用して
ル化に努めてい 情報交換を行う。
ますか。 17 ICTを活用した業務改 ・各種会議においてクロームブッ ・教員を対象とした学校評価ア 各種会議でクロームブックの活用

善を行っていますか。 クを活用し、ペーパーレス化を ンケートで状況を確認する。 Ａ Ａ が進んでいる。全ての会議で活用
進める。 できるように環境を整える。


